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小さな子どものための

おさんぽ会

①日常のことは一時忘れてリラックス。静かな心で出かけましょう。
②お散歩中、子どもが「やりたい」気持ちを大切に、大らかに見守りましょう。
③子どもの驚き、喜び、わくわく…に心を寄り添わせましょう。

センス・オブ・ワンダーの心で楽しむ、おさんぽ

　ムラサキケマン　
　春によく見かける野草
の一つです。可愛い花を
付けますが、葉にも根に
も毒を持っています。
　春先にふわふわと優雅
に飛ぶウスバシロチョ
ウという蝶を知っていま
すか？　その蝶の食草で
す。この草を食べること
で体に毒を持ち、天敵か
ら身を守っています。

カルガモ　
　カモの多くは冬鳥で、春には大
陸に渡ってしまいますが、カル
ガモは留鳥で 1年中見られます。
雄も雌も同じように地味な色をし
ています。くちばしの先の黄色が
シンボルマークです。

作・あきる野市環境委員会　森のようちえん部会



第４２回おさんぽ会（菅生地区の鯉川） 

★平成３１年４月２１日（日）くもり 

参加者：１０組２６人 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境委員会森のようちえん部会、あきる野市環境政策課） 

☆参加者の感想（抜粋） 

子どもの様子は？ ・テントウムシをたくさん見付け、捕まえて嬉しそうでした。（女・４才） 

・水辺の生き物を探したり、不安定な石の上を歩いたりと、おさんぽ会ならではの楽しみ

方を満喫していました。（女・２才、男・０才） 

・楽しそうでした。テントウムシやダンゴムシを自分で捕まえようとする姿を初めて見まし 

た。おしゃべりもいっぱいしていて、ご機嫌でした。（女・１才） 

・皆で色々な物を見ることで、普段一人では気に掛けない物も見ていました。（男・２才） 

保護者の方は？ ・子どもと同様に、春を感じられて、楽しめました。（男・５才、女・２才） 

・今まで車で通り過ぎていた所に、こんな良い散歩道があったとは・・・！！良い発見に 

なりました。（男・２才） 

・エビを捕まえたり、野草を見つけたりして、子ども以上に夢中になりました。（女・２才、

男・０才） 

 

春の小川の 
おさんぽ 

 


